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§１．研究成果の概要 

 

本研究課題は、独自に開発した光学顕微鏡を使用してタンパク質が発する散乱光を測定するこ

とにより、タンパク質の高感度・ハイスループット分析から一細胞、臨床サンプルのプロテオーム解

析まで実施できる新しい手法を開発することを目的とする。 

2020年度はポリスチレンビーズを用いた原理検証実験と、散乱光を利用したタンパク質分析と

して市販化されている既存の技術（動的光散乱法、レーザーラマン顕微鏡など）の調査およびデモ

実験を行った。比較技術に比べて本手法が有する技術的優位性と現場での必要性を意識しなが

ら、今後、顕微鏡の光学系の改善、分光器の設置、タンパク質試料作製とイメージングチャンバー

の最適化を次年度に実施する。 


